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新
た
な
年
、
令
和
5
年
を
愛
知
県
左
官
業
組
合
連
合

会
の
加
入
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
御
家
族

揃
っ
て
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
は
当
連
合
会
の
各
種
事
業
や
各
支
部
活
動
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
活
動
再
開
も
収
束
状
況

の
不
透
明
感
に
加
え
、
第
８
波
の
襲
来
と
い
っ
た
中
で

国
内
で
構
築
さ
れ
て
い
た
い
た
サ
プ
ラ
イ
チ
エ
ー
ン
に

大
き
な
混
乱
を
招
い
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
混
乱

が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
も
原
油
や
資
材
価
格
の
高

騰
、
更
に
は
為
替
相
場
に
も
影
響
を
与
え
私
た
ち
業
界

に
も
外
国
人
技
能
工
の
実
質
賃
金
に
も
響
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
の
中
、
昨
年
令
和
４
年
の
住

宅
投
資
は
前
年
に
比
べ
３
％
増
、
非
住
宅
投
資
は
対
前

年
比
７
％
増
と
な
り
、
町
屋
関
連　

野
丁
場
関
連
と
も

堅
調
な
出
件
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
愛
知
県
内

に
於
き
ま
し
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
で
と
り
わ
け
野
丁

場
に
於
き
ま
し
て
は
都
市
部　

栄
及
び
名
駅
周
辺
の
再

開
発
案
件　

集
合
住
宅　

２
６
年
ア
ジ
ア
大
会
関
連
、

周
辺
部
に
お
い
て
は
大
規
模
物
流
拠
点
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
棟
大
型
案
件
の
施
工
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

町
屋
関
連
に
つ
い
て
も
リ
フ
ォ
ー
ム
案
件
に
お
い
て
繁

忙
が
聞
こ
え
て
お
り
ま
す
。
反
面
、
生
産
を
支
え
て
く

れ
る
技
能
工
に
つ
い
て
は
熟
練
技
能
工
左
官
工
の
不
足

が
慢
性
化
し
、
新
規
入
職
者
の
確
保
の
点
で
は
一
層
厳

し
く
な
り
1
8
歳
時
人
口
は
1
1
0
0
0
0
0
を
切
り
、

本
年
2
0
2
3
年
は
1
0
6
0
0
0
0
人
台
と
な
り
人

材
確
保
は
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨
年
来　

元
請

に
よ
っ
て
は
国
土
交
通
省
の「
一
人
親
方
の
働
き
方

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
提
出
を
求
め
る
ケ
ー
ス
も
出
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
1
0
月
よ
り
開
始
さ
れ
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
も
含
め
て
建
設
現
場
の
最
前
線
の
施
工
を

支
え
て
き
た
一
人
親
方
の
在
り
方
を
問
わ
れ
る
局
面
と

な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
加
入
が
課
題
と
さ
れ
て
以

来
雇
用
形
態
の
明
確
化
が
い
よ
い
よ
社
会
的
に
も
課
題

と
な
っ
て
き
た
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
2
4
年
4
月
か

ら
の
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
定
を
含
む
改
正

労
働
基
準
法
の
適
用
や
4
週
8
閉
所
に
よ
る
稼
働
日
数

の
減
少
な
ど
左
官
工
一
人
ひ
と
り
の
所
得
に
つ
い
て
も

考
慮
し
つ
つ
、
労
務
費
確
保
の
み
な
ら
ず
個
々
の
企
業

の
雇
用
形
態
、
就
労
形
態
も
含
め
て
処
遇
の
改
善
が
迫

ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
数
年
来
大
変
革
期
と
言

い
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
か
ら
の
2
〜
3
年

が
そ
の
ピ
ー
ク
に
な
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

最
も
強
く
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
次
世
代
の

担
い
手
確
保
、
人
的
資
源
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
個
々

の
企
業
も
業
界
自
体
も
持
続
で
き
な
い
と
い
う
事
で
す
。

い
く
つ
か
の
課
題
を
挙
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
を
国
土
交
通
省
や
厚
生
労
働
省
か
ら
の
押
し
付
け

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
持
続
的
、
継
続
的

に
事
業
を
営
む
為
の
課
題
と
捉
え
て
共
に
知
恵
を
出
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
は
第
８
波
と
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
当

連
合
会
も
多
く
の
行
事
、
事
業
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
昨
年　

日
左
連
本
部
に
お
い
て
第
２
回
と
な
る

し
っ
く
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
合
員
に
水
平
展

開
す
べ
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
か
ら
各
県
連
へ
と
講
習
会
を

計
画
致
し
ま
す
。
ま
ず
は
２
月
開
催
目
標
で
し
っ
く
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
W
G
メ
ン
バ
ー
と
ブ
ロ
ッ
ク
会
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
に
現
代
し
っ
く
い
パ
タ
ー
ン
仕
上

施
工
講
習
会
の
準
備
に
は
い
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様

へ
の
ご
案
内
は
新
年
度
と
な
り
ま
す
が
積
極
的
に
ご
参

加
願
い
ま
す
。

　

技
能
検
定
に
つ
き
ま
し
て
は
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
開

催
に
目
途
が
つ
い
た
か
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。
実
技

試
験
に
お
け
る
試
験
台
の
配
置　

受
験
者
と
検
定
員
の

間
隔
等
、
補
佐
員
を
含
め
て
検
定
に
関
わ
る
多
く
の
方
々

の
努
力
も
あ
っ
て
感
染
防
止
対
策
を
考
慮
し
た
検
定
が

定
着
し
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
受
験
者
数

の
確
保
、
合
格
率
が
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
以

外
に
検
定
員
補
佐
員
等
関
係
者
の
処
遇
に
つ
い
て
も
財

源
を
含
め
て
改
善
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

普
及
広
報
面
で
は
多
く
の
エ
リ
ア
で
技
能
士
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
が
戻
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
各
地
域
に
お
い
て

地
元
組
合
員
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
出
展
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

よ
り
多
く
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
皆
様
に
左
官
仕

上
げ
の
良
さ
を
知
っ
て
頂
き
受
注
に
繋
が
る
機
会
と
な

る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
し
っ
く
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
講
習
を
受
講
さ
れ
て
組
合
員
の
皆
様
に
は
下
地
の

在
り
方
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
現
代
し
っ
く
い
の
み
な
ら
ず
土
壁
や
珪
藻
土
に
つ

い
て
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

熟
練
技
能
工
の
高
齢
化
、
新
規
入
職
者
の
確
保　

若
手

技
能
工
の
育
成
が
一
層
厳
し
い
状
況
と
な
る
事
は
先
に

振
れ
た
少
子
化
に
よ
り
ま
す
が
、
本
年
も
建
設
産
業
専

門
団
体
中
部
地
区
連
合
会（
建
専
連
中
部
）
で
は
高
校
生
、

専
門
校
生
を
対
象
と
し
た「
建
設
専
門
工
事
業　

合
同
体

験
フ
ェ
ア
」
を
計
画
し
ま
す
。
建
専
連
に
つ
い
て
は
本

年
度
よ
り
日
左
連
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
管
理
団
体
と
な

る
予
定
で
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
こ
の
点
に
つ
い
て

も
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

日
左
連
関
連
で
は
現
代
し
っ
く
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

土
壁
の
防
火
認
定
、
ラ
ス
モ
ル
タ
ル
の
壁
倍
率
と
い
っ

た
技
術
系
の
普
及
活
動
に
加
え
、
C
C
U
S
の
レ
ベ
ル

に
基
づ
い
た
レ
ベ
ル
別
賃
金
モ
デ
ル
が
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
土
交
通
省
が
公
表
し
て
い
る
東
京
都
の
設
計

労
務
単
価
と
最
低
賃
金
か
ら
設
定
し
て
い
る
モ
デ
ル
賃

金
で
す
の
で
、
愛
知
県
の
設
計
労
務
単
価
と
最
低
賃
金

に
置
き
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
野
丁
場
の
方
々
を

中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
以
外
に
働
き
方
改
革
関
連
に
対
す
る
方
策
や
標

準
歩
掛
表
等
の
検
討
も
進
め
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
今
後
の
行
動
の
指
針
に
な
る
案
件
で
す
の
で

注
視
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

年
初
か
ら
取
り
留
め
も
な
く
述
べ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
本
年
も
多
く
の
課
題
に
取
り
組
む
年
と
な
り
そ
う

で
す
。
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
大
き
な
問
題
で
す
が
一

つ
一
つ
の
課
題
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
違
っ
た
展
開
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
組
合
員
が
語
り
合
い
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
一
つ
ず
つ
で
も
課
題
を
解
決
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
本
年
こ
そ
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
事
を
祈
念
し
て
年
初
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

日
本
左
官
業
組
合
連
合
会 

会
長

年
頭
所
感 

二
〇
二
三
年

石
川
隆
司

　

新
春
を
迎
え
、謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
よ
り
、
日
左
連
事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
特
段

の
ご
協
力
を
、
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
を
揺
る
が
す
事
象
に
、
地
球
と
国
際
社
会

の「
尊
厳
と
平
和
」
が
、大
き
く
損
な
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
、
ロ
シ
ア
に
依
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
自
然
環
境
破
壊
、
自
然
災
害
、
食
糧
危
機
、
国

際
経
済
の
混
乱
、
覇
権
主
義
の
台
頭
、
貧
困
の
拡
大
、

民
主
主
義
の
衰
頽
、
物
価
高
騰
等
々
、
世
界
が
恐
怖
と

不
安
に
怯
え
た
一
年
で
し
た
。
一
刻
の
有
余
な
く
、
全

て
を
解
決
、
平
和
を
構
築
す
べ
く
努
力
を
、
祈
ら
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
又
、日
本
の
今
を
、「
埋
没
す
る
日
本
」

と
、
危
機
感
を
語
る
識
者
も
い
ま
す
。

 
3
0
年
間
、
日
本
経
済
は
活
力
を
失
い
、
G
D
P
は

変
わ
ら
ず
、
労
働
者
の
年
収
も
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
、
産
業
立
国
で
あ
る
日
本
の
G
D
P
は
、
世
界
第

3
位
な
の
だ
か
ら
不
思
議
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
国

民
の
生
活
を
直
撃
す
る
、
物
価
高
、
急
激
な
円
安
、
世

界
的
な
資
源
高
、
食
糧
品
等
を
中
心
に
、
全
て（
当
然
、

建
設
資
材
も
）、
想
定
以
上
の
値
上
り
が
広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
の
最
中
、「
日
銀
」
は
、消
費
者
物
価
上
昇
率
を
、

2
％
で
安
定
さ
せ
物
価
高
に
見
合
う
、
賃
金
ア
ッ
プ
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
又
、
昨
年
秋
、「
連
合
」
は
、
今

年
の
春
闘
の
賃
上
目
標
を
5
％
と
決
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、「
産
業
界
」
も
呼
応
す
る
如
く
今
年
の「
賃
金
引

上
げ
予
定
」
を
発
表
し
、
建
設
業
8
3
％
・
製
造
業

8
7
％
・
卸
売
業
8
0
％
の
企
業
が
値
上
げ
も
し
く
は
賃

上
げ
が
必
要
と
答
え
て
い
ま
す
。
今
、
賃
金
や
給
与
は

上
る
傾
向
に
あ
る
。
別
の
識
者
は
、
日
本
が
直
面
す
る

最
も
大
き
な
課
題
は「
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
だ
」
と

い
い
ま
す
が
、
国
の
経
済
成
長
は
人
口
と
、
生
産
性
で

決
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
生
産
性
を
上
げ
、
賃
金
を

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
経
済
の
縮
少
を
期
た
し
、
財

政
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。…

」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
は
日
本
再
生
の
転
換
期
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
聞
い
た
、
卑
近
は
例
で
す
が
、
昨
年
の
高
卒
求
人

に
際
し
、
一
般
的
平
均
よ
り
他
に
比
べ
一
万
三
千
円
程
、

高
い
給
与（
月
給
）
を
提
示
し
ま
し
た
。
人
手
不
足
と
云

わ
れ
続
け
、
左
官
業
に
は
応
募
す
ら
皆
無
と
嘆
か
れ
た

状
況
か
ら
一
変
、
多
勢
の
応
募
が
有
り
、
3
人
を
一
挙

に
採
用
出
来
た
と
事
業
主
は
、
喜
ん
で
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
国
交
省
は
、新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
、新
・
3
K「
希

望
が
有
る
」「
給
料
高
い
」「
休
暇
が
有
る
」
を
公
表
し
た
。

建
設
業
界
も「
生
産
性
向
上
」・「
適
切
な
給
与
体
系
の
構

築
」・「
適
切
な
労
働
時
間
の
管
理
体
制
の
構
築
」・「
人

材
確
保
と
定
着
」・「
働
き
方
改
革
」・「
技
能
者
レ
ベ
ル

別
最
低
年
収
の
設
定
」・「
C
C
U
S
の
推
進
」・「
技
能

者
の
確
保
育
成
」・「
残
業
規
制
の
実
施
」
等
多
様
な
政

策
を
推
進
し
て
い
る
。

　

次
に
、
令
和
5
年
度
の
日
左
連
事
業
の
概
要
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

「
左
官
業
振
興
議
員
連
盟
委
員
会
」

①
左
官
業
振
興
議
員
連
盟
の
政
策
・
立
案
・
策
定
に

　

関
す
る
事
項

②
左
官
業
振
興
議
員
連
盟
に
対
す
る
要
望
事
項

③
関
係
官
庁
の
施
策
等
の
事
項

④
議
連
総
会
の
開
催

⑤
衆
・
参
議
院
議
員
選
挙
の
支
援

「
左
官
工
事
P
R
・
構
造
改
善
委
員
会
」

①
左
官
業
構
造
改
善
計
画
の
作
成
・
推
進

②
左
官
工
事
の
P
R
お
よ
び
普
及
の
推
進
・
社
会
保
険
加
入

　

の
推
進
・
徹
底

③
し
っ
く
い
普
及
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
推
進

　
（
し
っ
く
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
等
）

④
国
交
省
施
策
・
C
C
U
S
・
偽
装
一
人
親
方
対
応

⑤
働
き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
等
の
推
進

「
会
員
増
強
労
務
対
策
研
究
委
員
会
」

①
会
員
増
強
・
組
織
強
化
に
関
す
る
事
項

②
左
官
工
事
P
R
・
会
員
増
強
・
次
世
代
育
成
貢
献
者
に

　

対
す
る
表
彰
に
関
す
る
事
項

③
会
員
企
業
調
査
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化（
情
報
伝
達
）

「
左
官
技
能
委
員
会
」

①
全
国
左
官
技
能
競
技
大
会
の
企
画
運
営

　
（
第
4
9
回
全
国
左
官
技
能
競
技
大
会（
北
海
道
）
開
催
等
）

②
左
官
技
能
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
の
運
用

　
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
選
任
等
）

「
左
官
基
幹
技
能
者
認
定
委
員
会
」

①
登
録
基
幹
技
能
者
の
活
用
、
検
討

②
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
の
実
施
、
資
格
取
得
推
進

　
・
目
標
1,
0
0
0
名　

累
計
3,
5
0
0
名

③
青
年
部
講
師
育
成

「
広
報
委
員
会
」

①
日
左
連
誌
発
行
及
び
購
読
促
進
に
関
す
る
事
業

②
日
左
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
事
業

「
外
国
人
材
活
用
検
討
委
員
会
」

①
外
国
人
材
活
用
、
検
討
に
関
す
る
事
項

②
技
能
実
習
制
度
の
活
用
に
関
す
る
事
項

「
技
能
五
輪
全
国
大
会
実
行
委
員
会
」（
国
際
大
会
兼
務
）

①
技
能
五
輪
全
国
大
会
・
国
際
大
会
の
運
営
実
施

②
講
習
会
、
強
化
訓
練
等
の
開
催

「
技
術
資
材
研
究
開
発
委
員
会
」

①
左
官
工
事
に
関
す
る
、
技
術
・
資
材
に
関
す
る

　

調
査
・
研
究

②
技
能
照
査
試
験
問
題
の
作
成
お
よ
び
関
連
事
項

③
ラ
ス
モ
ル
タ
ル
壁
倍
率
の
告
示
改
正
の
取
組

「
財
務
・
業
務
改
善
検
討
委
員
会
」

①
日
左
連
財
務
・
業
務
状
況
等
に
関
す
る
事
項

②
日
左
連
福
祉
共
済
制
度
に
関
す
る
事
項

③
財
務
・
業
務
監
査
、
予
算
決
算
、
会
費
検
討
、

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応

④
中
長
期
経
営
計
画
の
策
定

「
青
年
部
」

青
年
部
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
行
い
、
情
報
共

有
を
密
に
す
る
こ
と
で
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織
と
個

人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
果
た
す
べ
き
課

題
は
、
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
日
左
連
の
総
力
を
結

　

結
び
に
、
日
左
連
会
員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
本
年
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

集
し
、
目
標
達
成
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
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